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《本号の表紙絵》

「どれだけ食ふべきか」
（『写真週報』166号（昭和 16年 4月 30日発行）より．報道写真家の梅本忠男の作品）

『写真週報』は，昭和 13年から昭和 20年 7月まで刊行された週刊のグラフ雑誌．国策を

写真付きで国民に伝える雑誌であり，内閣情報部（のち情報局）が編集した．166号は「総

力戦まず健康だ」と題された特集号で，当時の「健康増進運動」とリンクさせて，母性乳幼

児の健康，結核の予防撲滅と並んで，国民栄養の改善確保を取り上げている．会社員である

「小林さん」一家の，「ラジオ体操する坊や」「お掃除するお母さん」「会社でお仕事するお父

さん」について，吐いた息の中の炭酸ガスを測定器で測ると，一日何カロリー必要か分かる

という趣向の写真になっている．総 力戦の中で，国民の生活と身体が生理学に基礎づけられ

るありさまを伝えている．
（鈴木　晃仁）


